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論 文 内 容 の 要 旨 
 性淘汰が強く働く性がどのように決まるかを理解する上で、配偶者をめぐり同性内競争を行う性（＝性役割）
の決定メカニズムの解明は重要であるが、野外の動物でこのメカニズムを検証した研究はほとんどない。今回
の研究で、ニジギンポで、配偶競争を行う性が雄（一般的な性役割）から雌（逆転した性役割）に季節的に切
り替わるという、無脊椎動物を含めこれまで２種でしか確認されていない極めて珍しい現象が見られた。そこ
で、野外観察と実験から、ニジギンポの性役割が切り替わる過程を詳細に調べ、性役割の決定メカニズムを解
明することを目的に研究した。 
 ４～11月の繁殖期中、初め全ての求愛は雄が開始（雄求愛）していたが、次第に雌が求愛を始める（雌求愛）
割合が増え、中盤には雌求愛だけになり、その後再び雄求愛の割合が増えた。同性個体間の闘争は、両性とも
に繁殖期中盤にもっとも頻繁に観察された。また、実効性比は、繁殖期開始から中盤にむけ雌に偏っていき、
その後再び雄に偏っていった。求愛を始める性と雌間闘争の頻度は実効性比と関係し、実効性比が雌に偏るほ
ど雌求愛の割合が増え、雌間闘争が頻繁に起こった。一方、雄間闘争の起こり易さは実効性比と関係せず、巣
利用可能性が低下するほど起こり易かった。また、巣利用可能性が低下するほど実効性比が雌に偏る傾向があ
り、巣の不足が繁殖に参加できる巣持ち雄数を制限し、限られた巣持ち雄をめぐり雌間で競争が生じる可能性
が示唆された。そこで、野外にて人工巣を追加・除去して巣利用可能性を操作したところ、予想通り巣数の増
加により雄求愛の割合が増し、雌間闘争が減少するという一般的な性役割が導かれ、巣数の減少で雌求愛の割
合と雌間闘争頻度が増え、逆転した性役割が導かれた。 
 以上より1)ニジギンポの性役割が繁殖期中に一般的な性役割⇒逆転した性役割⇒一般的な性役割に可塑的に
変化すること、2)巣の利用可能性という生息地の環境が性役割、すなわち性淘汰が強く働く性の決定に重要な
影響を持つことが明らかになった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 配偶者を巡り同性内競争をする性（性役割）がどのように決まるのかという問題は、性淘汰を考える上で重
要である。性淘汰の研究において優れた研究対象である、性役割の逆転現象についてはいくつかの報告がある
が、その研究例は限られている。 
 本研究は基質産卵魚ニジギンポを材料に、同性内闘争の内容の検討から、性役割が繁殖期の推移に伴い、雄
が闘争する「通常」の性役割から、雌が闘争する「逆転した」性役割、さらに再度通常の性役割に戻ることを
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定量的に示した。求愛についても、繁殖期中期では、雌が雄に求愛するとの逆転が明瞭に示された。これをも
たらす生態的要因として、繁殖期中期では、繁殖可能な巣が不足することにより、繁殖可能な雄が減少するこ
とから性役割の逆転が生じると推測された。さらに、営巣雄が受け入れられる雌の数を評価することにより、
詳細に実効性比を算出し、やはり本種の性役割の可塑性が、実効性比と結びついていることが確認されている。 
 また、雄の巣利用性が、繁殖可能な雄数を決め、このことが本種の性役割の可塑性に効いてくるとの仮説を
検証するため、人工巣を用い繁殖が可能な巣の数を操作し野外実験を行っている。その結果、巣の利用可能性
を人為的に高めた場合、繁殖期の中期であっても予想通り「通常」の性役割が導かれた。この実験により上記
仮説は、明白に検証されたと言える。この実験は、同一個体群で繁殖資源の操作によって、性役割が逆転する
ことが示されたはじめての研究であり、高く評価できる。 
 以上のように、自然条件下で性役割が逆転するだけでなく、実効性比の変動に伴い、再度通常の性役割に戻
ることを確認し、かつ実験によりそれを検証した。このように本研究の行動生態学への貢献は、極めて大きい
と言える。このことから、本研究は、博士（理学）の学位を授与するに十分に値するものと審査した。 
